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日本管理会計学会 

2025年度第２回フォーラムの開催 

⽇本管理会計学会学会員  各位 
謹啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて，⽇本管理会計学会2025年度第2回フォーラムを，福岡⼤学にて下記のとおり開催いたします。
夏休み前のご多忙の折とは存じますが，ぜひご出席賜りますようお願い申し上げます。また，当⽇は懇
親会も予定しておりますので，併せてご参加いただけますと幸いです。 

 
なお，準備の都合上，ご出席予定の先⽣におかれましては，7月4日（金）までに，下記リンク先の 

Googleフォームよりお申し込みくださいますようお願い申し上げます。お問い合わせは，⽥坂
（tasakako@fukuoka-u.ac.jp）までご連絡ください。 

【参加申込 GoogleフォームURL】 

https://forms.gle/LL3w5NyZyKQtyKA97 

謹⽩ 

〔参加費⽤〕 
フォーラム参加費：無料 懇親会費：4,000円 

※懇親会は定員により申し込みを締め切らさせていただく場合がございますので予めご了承くださ
い。 

※懇親会費のお⽀払いは，現⾦のみ受け付けております。お⽀払いの際は，釣り銭が出ないようご準備
をお願いいたします。 

※福岡市のホテルは，週末はお値段が⾼くなる傾向がございます。できるだけ早めのご予約をお勧めい
たします。 

※福岡⼤学商学部では，eduroamをご利⽤いただけます。eduroamのアカウントをお持ちでない⽅に
は，⼀時的に利⽤可能なゲストアカウントを発⾏いたします。ご希望の⽅は，Googleフォームより
お申し込みくださいますようお願い申し上げます。 

 
2025年度第2回フォーラム準備委員会（福岡⼤学） 

田坂 公 篠原巨司馬 飛田 努 

 

  

https://forms.gle/LL3w5NyZyKQtyKA97
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プログラム 

⽇時：2025 年 7  ⽉19 ⽇（⼟） 14時00分〜16時30分（対⾯） 

会場：福岡⼤学七隈キャンパス２号館２階   221教室                                                                                      
（住所：〒814-0180  福岡市城南区七隈8−19−1） 

⏹ 12時30分〜13時40分 常務理事会（会場：２号館２階 221教室） 
 

⏹ 14時00分〜14時05分 開会挨拶 ⽇本管理会計学会 会⻑ 﨑 章浩 ⽒ 

〔特別講演〕 

⏹ 14時05分〜15時00分 
講演者：塩塚 武 ⽒（株式会社不動技研ホールディングス 代表取締役社⻑） 
論 題：「企業活動の実態 〜不動技研グループの業績管理の実態と課題〜」 
要   旨 ：本講演は「企業活動の実態〜不動技研グループの業績管理の現状と課題〜」を主題とし、脱

炭素化・顧客動向変化という事業環境下での実務対応を検討する。M&A・PMIや持株会社体
制への移⾏により事業範囲・役割を明確化するとともに、原価計算制度と⽬標値設定を伴う
予算管理⼿法の導⼊・運⽤を通した中⼩企業における業績把握・管理の実態と課題を論ずる。 

参考URL:  株式会社不動技研ホールディングス  https://www.fudo-giken-hd.co.jp/ 

〔研究報告〕 
⏹ 15時05分〜16時30分 

第１報告 15時05分〜15時45分 
報告者：草場 康之   ⽒（福岡⼤学⼤学院⼠後期課程院⽣） 
論 題：「顧客会計（Customer Accounting）を活⽤した収益向上のメカニズム： ダイレクトレス

ポンス型テレビショッピング企業を対象としたケース・スタディ 
要 旨：顧客データを活⽤してマーケティング活動の成果を測定する顧客会計（Customer 

Accounting, CA）は、近年体系化が進んでいる。しかし、CAと収益の関係を体系的 に検
証した研究は限られている。本研究では、ダイレクトレスポンス型テレビショッピング企
業を対象にケーススタデ ィを実施し、広告宣伝費の投資対効果を分析する。CAとマーケテ
ィングの 接点を探ることで、顧客⽣涯価値への影響を可視化し、デジタルマーケティング
などへ の応⽤可能性を⽰す。 

第２報告   15時50分〜16時30分 
報告者：李 会爽 ⽒（⼭梨学院⼤学） 
論    題：「 統合報告におけるマテリアリティの特定とガバナンスの有効性   」 
要    旨：本報告では、管理会計の視点から、統合報告におけるマテリアリティの特定プロセスと、

それを⽀えるコーポレートガバナンスの有効性に焦点を当てる。マテリアリティの特定に
は、ステークホルダーとの対話や経営陣の関与が不可⽋であり、その有効性はガバナンス
体制の運⽤と密接に関係する。企業事例を通じて、ガバナンスの実効性が持続可能な企業
価値の創出にどのように貢献するかについて考察する。
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〔懇親会〕 

⏹ 17時00分〜19時00分 
スカイラウンジ（福岡⼤学七隈キャンパス⽂系棟16階） 
住所：〒814-0180  福岡市城南区七隈8−19−1  
 

 
◎福岡大学へのアクセス 
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学内マップ 

 

 


